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論

文

一
．
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、D

igital H
um

anities

（
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
、
以
下
Ｄ

Ｈ
）
の
学
界
動
向
を
紹
介
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
お
け
る
活
用
の
可
能
性
を
探
り
た

い
。
Ｄ
Ｈ
は
、﹁
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
﹂
あ
る
い
は
﹁
人
文
情
報
学
﹂
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
く
の
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
者
に
と
っ
て
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉

で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
新
し
い
言
葉
は
世
界
的
に
も
十
数
年
の
歴
史
し
か

も
た
な
い
。
し
か
し
、
人
文
学
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
に
は
、
五
〇
年
以
上
の

歴
史
が
あ
る
。
日
々
進
歩
し
て
い
く
情
報
技
術
の
導
入
は
、
人
文
学
研
究
の
研
究
手
法
そ

の
も
の
へ
の
再
考
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
、
思
想
、
文
学
な
ど
の
人

文
学
研
究
を
行
な
う
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
Ｄ
Ｈ
の
研
究
手
法
は
研
究
推
進

の
た
め
に
有
益
で
あ
り
、
今
後
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
Ｄ
Ｈ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
研
究
領
域
の
横
断
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｄ
Ｈ

の
領
域
横
断
性
は
、
人
文
学
と
情
報
学
を
融
合
し
た
学
問
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
以
上

に
、
こ
れ
ま
で
言
語
の
壁
に
阻
ま
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
門
戸
を
、
他
分
野
の
専

門
家
に
も
開
く
可
能
性
を
意
味
し
て
い
る
。
文
献
を
複
写
し
て
電
子
媒
体
に
保
存
す
る
方

法
だ
け
が
テ
ク
ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
各
国
の
言
語
を
世

界
共
通
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
言
語
に
書
き
換
え
る
と
い
う
方
法
で
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク

ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｈ
は
、
自
然
科
学
の
共
通
言
語
で
あ
る
数

学
と
同
様
に
、
人
文
学
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
結
ぶ
共
通
言
語
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
の
で
あ
る
（Shim

oda, 2012

）。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
次
章
で
Ｄ
Ｈ
の
沿
革
を
た
ど
り
、
第
三
章
で

は
Ｄ
Ｈ
を
活
用
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
先
行
事
例
を
紹
介
す
る
。
第
四
章
に
お
い
て

は
、
筆
者
の
研
究
に
お
け
る
Ｄ
Ｈ
の
導
入
と
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
最
後

に
、
日
本
の
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
お
け
る
Ｄ
Ｈ
の
活
用
に
つ
い
て
の
展
望
を
述
べ
た
い
。

二
．
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
に
つ
い
て

日
本
に
お
け
る
Ｄ
Ｈ
に
特
化
し
た
学
会
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
に
設
立
さ
れ
た

Japanese A
ssociation for D

igital H
um

anities

（
日
本
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー

ズ
学
会
、
以
下
J
A
D
H
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
J
A
D
H
は
設
立
当
初
よ
り
、
二
〇
〇
二

年
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
で
結
成
さ
れ
たA

lliance of D
igital H

um
anities O

rganizations

（
デ

ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
学
会
連
合
）
に
加
盟
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
Ｄ
Ｈ
学
会
と
と
も
に
、
国
際
学
会
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
J
A
D
H
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、﹁
日
本
語
で
W
e
b
で
読
め
る
海
外
Ｄ
Ｈ
関
連

の
論
文
・
エ
ッ
セ
イ
﹂
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
J
A
D
H
、 

二
〇
一
四
）。
こ
こ
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
『
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
入
門
』（
中
川
他
訳
、
二
〇
一
三
）

の
記
述
に
沿
い
な
が
ら
、
Ｄ
Ｈ
の
基
本
的
事
項
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
は
じ
め
に
、

﹁
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
﹂
と
い
う
言
葉
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・�

　
　

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
の
活
用
に
向
け
て
―
―

　
　
シ
ャ
ー
・
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー『
ハ
ラ
マ
イ
ン
の
師
た
ち
の
瞳
孔
』に
基
づ
く�

�

一
七
―
一
八
世
紀
ハ
ラ
マ
イ
ン
の
学
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
　
　

石
田　

友
梨　
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
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デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
と
は
、
共
同
で
、
分
野
横
断
的
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
用
い
て
取
り
組
ま
れ
る
、
研
究
、
教
育
、
出
版
の
た
め
の
学
問
と
組
織
の
新
し
い

あ
り
方
の
こ
と
で
あ
る
。（
中
川
他
訳
、
二
〇
一
三
：
六
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
人
文
学
研
究
は
、
一
九
四
九
年
に
ロ
ベ
ル
ト
・
ブ
ー
サ

（R
oberto B

usa, 1913–2011

）
が
I
B
M
と
共
同
で
取
り
組
ん
だ
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ

ス
の
著
作
の
用
語
索
引
に
ま
で
遡
る
。
テ
ク
ス
ト
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
際
の
決
ま
り
は
、

T
E
I
（T

ext Encoding Initiative

）
や
X
M
L
（eX

tensible M
arkup Language

）

を
生
ん
だ
（
中
川
他
訳
、
二
〇
一
三
：
八
）。

そ
れ
で
は
次
に
、
T
E
I
と
X
M
L
に
つ
い
て
概
説
し
た
い
。
T
E
I
は
、﹁
人
文
学

資
料
の
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
指
す
場
合

と
、
こ
れ
を
策
定
し
て
い
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
指
す
場
合
﹂（N

agasaki, n.d.

）
が
あ

る
。
本
稿
執
筆
時
点
の
最
新
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、TEI P5

で
あ
る
（
T
E
I
、

二
〇
一
五
）。
T
E
I
は
、
人
文
学
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
際
の
世
界
共
通
の
規
則

を
定
め
て
い
る
も
の
と
換
言
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
機
械
が
認
識
で
き
る
状
態
へ
の
変
換
作
業
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
不
可
欠
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
テ
ク
ス
ト
の
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
表
題
で

あ
り
、
ど
こ
で
改
行
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
機
械
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
指
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
各
要
素
に
、﹁
タ
グ
﹂
と
呼
ば
れ
る
目
印
（< >

）
を
使

用
し
て
マ
ー
ク
付
け
（m

arkup

）
を
行
な
う
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
言
語
の
ひ
と
つ
が
、
X
M
L

で
あ
る
。
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
言
語
と
し
て
は
、
ウ
ェ
ブ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
H
T
M
L

（H
yper Text M

arkup Language

）
が
最
も
有
名
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
対
象
は
、
テ
ク
ス
ト
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
美
術
品
や
舞
台
芸
術
、
建
築

物
な
ど
の
文
化
資
源
に
つ
い
て
も
、
映
像
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
大
量
に
集
め
ら
れ
た
記
録
は
、
検
索
性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
著
作
権

の
問
題
を
解
決
し
な
が
ら
公
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
保

存
や
保
管
の
み
が
Ｄ
Ｈ
の
学
問
的
価
値
で
は
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る

定
量
的
な
計
算
を
活
用
す
る
な
ど
、
新
し
い
人
文
学
的
研
究
手
法
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
テ
ク
ス
ト
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
作
品
の
あ
る
単
語
の
使

用
頻
度
か
ら
、
そ
の
作
品
の
特
徴
や
位
置
づ
け
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
異

本
の
異
同
を
比
較
し
て
い
く
こ
と
で
、
写
本
系
統
を
考
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

Ｄ
Ｈ
の
研
究
対
象
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
の
国
の
文
学
や
文
化
の
研
究
を
対
象
と
し

た
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
欧
米
で
は
、
ま
ず
は
英
文
学
に
お
い
て
Ｄ
Ｈ
が
導
入
さ

れ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
日
本
文
学
か
ら
は
じ
ま
り
、
伝
統
芸

能
な
ど
の
研
究
に
活
用
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い（

1
）
。
日
本
で
行
な
わ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｈ
の

研
究
成
果
の
ひ
と
つ
と
し
て
、﹁
S
A
T
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂

（SAT, 2012

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ラ
テ
ン
文
字
以
外
の
テ
ク
ス
ト
の
検
索
可
能
な
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
東
洋
学
の
文
献
に
も
Ｄ
Ｈ
の
道
を
切
り
開
い
て

お
り
、
多
様
な
言
語
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
意
義
は
大
き
い
。

ま
た
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
の
林
晋
教
授
が
開
発
し
たSM

A
RT-G

S

（
2
）

は
、
文
献

の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
取
り
込
め
ば
、
検
索
や
リ
ン
ク
機
能
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
文

書
全
体
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
や
、
画
像
検
索
機
能
を
用
い
た
難
読
字
の
解
読
支
援
も

可
能
な
た
め
、
手
稿
を
対
象
と
し
た
研
究
や
、
未
解
読
の
契
丹
大
字
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
典
の

研
究
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
（
永
野
、
二
〇
〇
九
）。

三
． 

デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
と 

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究

そ
れ
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
お
け
る
Ｄ
Ｈ
の
活
用
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
有
益
な
サ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
保
坂
（
二
〇
〇
八
）

で
概
観
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
タ
ロ
グ
や
文
献
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
ウ
ェ
ブ
上
で
の
公

開
は
、
現
在
世
界
中
で
進
行
し
て
お
り（

3
）
、
文
献
学
者
の
研
究
環
境
や
研
究
方
法
を
大

き
く
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
各
国
各
地
域
の
最
新
情
報
の
共
有
に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
る（

4
）
。

国
内
に
お
い
て
も
、
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
は
、
所
蔵
す
る
マ
イ
ク

ロ
資
料
﹁
英
国
図
書
館
蔵
ア
ラ
ビ
ア
語
写
本
集
成
﹂
な
ど
の
カ
タ
ロ
グ
（IA

S, 2008–

）

を
、
京
都
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、﹁
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
学
派
文
献

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂（C

D
SIA

, 2010

）
を
公
開
し
て
き
た
。
最
近
で
は
、
二
〇
一
五
年

九
月
に
上
智
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
が
、﹁
東
南
ア
ジ
ア
・
キ
タ
ー
ブ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
﹂
の
カ
タ
ロ
グ
（K

aw
ashim

a et al. eds., 2015

）
を
公
開
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ

の
カ
タ
ロ
グ
は
、
上
智
大
学
の
O
P
A
C
（O

nline Public A
ccess C

atalog

）（
5
）
か
ら
検

索
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
立
情
報
学
研
究
所
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（D
SR

P, 2003–2014
）
の
ひ
と
つ
で
あ
る
﹁『
東
洋
文
庫
所
蔵
』
貴
重
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
﹂（

6
）

に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
に
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
付
し
た
C
・
ド
フ
レ

メ
リ
ー&

 

B
・ 

R
・
サ
ン
ギ
ネ
ッ
テ
ィ
の
『
イ
ブ
ン=

バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
の
旅
（Voyages 
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d’Ibn Batoutah

）』
全
四
巻
も
含
ま
れ
て
い
る（

7
）
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を

O
C
R
（O

ptical C
haracter R

ecognition/R
eader

）
で
機
械
的
に
読
み
と
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
の
た
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
献
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
画
像
を
電
子
媒
体
に
保
存

す
る
段
階
に
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
藤
井
守
男
に
よ
る
ペ
ル
シ
ア
語
神
秘
主
義

テ
ク
ス
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（

8
）
構
築
は
出
色
で
あ
る
。

テ
ク
ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化
以
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、
前
述
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
地
震
で
崩
壊
し
た
イ
ラ
ン
の
バ
ム
遺
跡
を
三
次
元
C
G

で
復
元
す
る
﹁
イ
ラ
ン
・
バ
ム
の
城
塞　

危
機
に
瀕
す
る
遺
産　

伝
承
し
復
興
す
べ
き
記

憶
﹂（

9
）

や
﹁
ス
タ
イ
ン
地
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂（
10
）

が
含
ま
れ
て
お
り
、
テ
ク
ス
ト
の
デ

ジ
タ
ル
化
以
外
に
も
Ｄ
Ｈ
を
活
用
し
た
研
究
の
実
例
を
示
し
て
い
る
。
ア
ー
ガ
ー
・
ハ
ー

ン
財
団（
11
）

が
運
営
す
る
、
イ
ス
ラ
ー
ム
建
築
を
中
心
と
し
た
文
化
資
源
の
画
像
な
ど
を

歴
史
的
地
理
的
に
結
び
つ
け
るA

rchnet
（
12
）
も
、
Ｄ
Ｈ
の
積
極
的
な
活
用
例
と
し
て
参
考

に
な
る
だ
ろ
う
。

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｈ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
研
究
者
と
し
て
、
マ

キ
シ
ム
・
ロ
マ
ノ
フ
（M

axim
 R

om
anov

）
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
自
身
の
サ
イ
ト

al- R
aqm

iyyāt

（R
om

anov, 2015

）
に
お
い
て
研
究
を
公
開
し
て
お
り
、
ザ
ハ
ビ
ー
（al-

D
hahabī, 1274–1348

）
の
歴
史
書
か
ら
ニ
ス
バ
（nisba
）
を
分
析
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文

化
圏
の
中
心
都
市
の
変
遷
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た
も
の
な
ど
が
閲
覧
で
き
る
。

ま
た
、
ア
ン
ド
レ
・
パ
ニ
ソ
ン
（A

ndré Panisson

）
は
、
S
N
S
革
命
の
別
名
を
も

つ
﹁
ア
ラ
ブ
の
春
﹂
に
つ
い
て
、
短
文
投
稿
共
有
サ
ー
ビ
スTw

itter
（
13
）
の
分
析
を
行
い
、

動
画
共
有
サ
ー
ビ
スYouTube

（
14
）

に
公
開
し
て
い
る
（Panisson, 2011
）。
パ
ニ
ソ
ン
の

分
析
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
可
視
化
ソ
フ
トG

ephi

（
15
）
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
フ
リ
ー
・

ソ
フ
ト
は
二
〇
〇
八
年
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
開
発
が
始
ま
り
、
複
数
の
研
究
施
設
や
企
業

な
ど
か
ら
な
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
式
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。G

ephi: W
iki

（
16
）
の
サ
イ
ト

に
は
、G

ephi

を
用
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
サ
ン
プ
ル
一
覧
も
あ

り
、
パ
ニ
ソ
ン
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
も
公
開
さ
れ
て
い
る（
17
）
。G

ephi

を
用
い
た
歴
史
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
歴
史
経
済
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トV

isualizing H
istorical N

etw
ork

（
18
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
六
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
参
考
と
な
る
。
次
章
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
お
け
るG

ephi

を
用

い
た
歴
史
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
試
み
と
し
て
、
筆
者
の
研
究
を
紹
介
し
た
い
。

四
． 

一
七
︱
一
八
世
紀
ハ
ラ
マ
イ
ン
に
お
け
る 

学
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

本
章
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
お
け
る
Ｄ
Ｈ
の
導
入
に
取
り
組
む
筆
者
の
研
究
の
概

要
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
た
い
。
筆
者
は
当
初
、
一
八
世
紀
イ
ン
ド

の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
思
想（
19
）

家
シ
ャ
ー
・
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
・
デ
ィ
フ
ラ
ウ
ィ
ー

（Shāh W
alī A

llāh al-D
ihlaw

ī, 1703–1762

）
の
思
想
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
ワ
リ
ー

ウ
ッ
ラ
ー
の
思
想
を
理
解
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
思
想
形
成
に
影
響
を
与
え
た
人
物
た
ち

を
考
察
の
範
囲
に
含
め
て
い
く
の
は
、
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
の

著
作
に
は
、
あ
る
思
想
家
の
名
が
明
白
に
言
及
さ
れ
、
そ
の
思
想
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
は
、
自
分
の
学
問
的

系
譜
に
連
な
る
人
物
た
ち
に
つ
い
て
の
伝
記
集
『
賢
人
た
ち
の
息
吹
（Anfās al-

‘ārifīn

）』（
以
下
『
息
吹
』）
も
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
の
思

想
に
影
響
を
与
え
た
人
物
た
ち
、
少
な
く
と
も
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
自
身
が
自
分
の
思
想
に

影
響
し
て
い
る
と
主
張
し
た
い
人
物
た
ち
の
特
定
は
容
易
で
あ
る
。
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
の

記
述
内
容
を
デ
ー
タ
と
す
れ
ば
、
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
に
至
る
思
想
の
伝
達
経
路
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
再
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
の
思
想
を
形
成
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
描
く
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
が
ハ

ラ
マ
イ
ン
（Ḥ

aram
ayn

）（
20
）
で
継
承
し
た
学
問
の
系
統
に
研
究
対
象
を
絞
る
。

一
七
三
一
年
、
イ
ン
ド
か
ら
ハ
ラ
マ
イ
ン
へ
渡
っ
た
二
八
歳
の
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
は
、

ア
ブ
ー
・
タ
ー
ヒ
ル
（A

bū Ṭāhir, 1670–1733

）
な
ど
に
学
ん
だ
（JL: 173

）。
ア

ブ
ー
・
タ
ー
ヒ
ル
の
父
で
あ
り
、
そ
の
師
で
も
あ
っ
た
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ク
ー
ラ
ー

ニ
ー
（Ibrāhīm

 al-K
ūrānī, 1614–1690

）
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
出
身
の
弟
子
も
い
た
。

彼
の
教
え
が
遠
く
東
南
ア
ジ
ア
に
も
伝
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
ク
ー
ラ
ー
ニ
ー
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
改
革
思
想
の
伝
達
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

（A
zra, 2004

）。
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
は
、
ア
ブ
ー
・
タ
ー
ヒ
ル
を
通
じ
て
ク
ー
ラ
ー
ニ
ー

の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
思
想
を
肯
定
的
に
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
ワ
リ
ー
ウ
ッ

ラ
ー
の
伝
記
集
『
息
吹
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
ハ
ラ
マ
イ
ン
の
師
た
ち
の
瞳
孔

（Insān al-ʻayn fī m
ashā’ikh al-Ḥ

aram
ayn

）』（
以
下
『
瞳
孔
』）
に
は
、
ワ
リ
ー
ウ
ッ

ラ
ー
が
直
接
教
え
を
受
け
て
い
た
ア
ブ
ー
・
タ
ー
ヒ
ル
に
加
え
、
ク
ー
ラ
ー
ニ
ー
と
そ
の

師
た
ち
に
つ
い
て
の
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
。『
瞳
孔
』
は
、
ほ
ぼ
没
年
順
に
一
二
人
の

学
者
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
が
自
分
に
つ
な
が
る
ハ
ラ
マ
イ
ン
の
学
者
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た
ち
の
系
統
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
七
―
一
八
世
紀
に
ハ
ラ
マ
イ
ン
で

活
躍
し
た
学
者
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
描
く
た
め
の
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
も
の
で
も
あ

る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
以
下
の
手
順
で
研
究
を
進
め
た
。

最
初
に
、『
瞳
孔
』
の
原
典
を
読
み
、
学
者
た
ち
の
思
想
や
人
間
関
係
に
関
係
す
る
記

述
を
抽
出
し
た
。
次
に
、
抽
出
し
た
内
容
を
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
し
た
。
続
い
て
、

G
ephi

を
用
い
て
デ
ー
タ
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
視
覚
化
し
、
分
析
し
た
。（
１
）
抽
出
、

（
２
）
蓄
積
、（
３
）
分
析
の
各
段
階
に
つ
い
て
、
以
下
に
詳
細
を
述
べ
て
い
く
。

四
．
一　

抽
出

『
瞳
孔
』
は
、
一
部
ア
ラ
ビ
ア
語
の
文
章
が
含
ま
れ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
ペ
ル
シ
ア
語
で

著
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
を
含
む
『
息
吹
』
の
写
本
は
、
ハ
イ
デ
ラ
ー
バ
ー
ド
の
東
洋

写
本
図
書
館（
21
）
、
ラ
ク
ナ
ウ
ー
の
ウ
ラ
マ
ー
協
会
図
書
館（
22
）
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
二
種
類
の
刊
本
を
入
手
し
て
参
照
し
た（
23
）
。
今
回
は
、
筆
者
単
独
で
『
瞳
孔
』

を
解
読
し
な
が
ら
該
当
箇
所
の
抽
出
作
業
を
行
っ
た
た
め
、
テ
ク
ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

行
な
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
研
究
対
象
と
す
る
文
献
の
範
囲
を
広
げ
、
作
業
を
分

担
し
て
い
く
な
ら
ば
、
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ペ
ル
シ
ア
語
の
テ
ク
ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化
方
法
を

確
立
す
る
こ
と
が
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、﹁
人
名
﹂、﹁
地
名
﹂、﹁
年
月
日
﹂
な

ど
の
抽
出
基
準
を
明
確
化
し
、
共
有
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
人
物
A
と

人
物
B
の
関
係
を
、
対
等
な
友
人
関
係
で
あ
る
と
み
な
す
の
か
、
そ
れ
と
も
師
弟
関
係
と

し
て
捉
え
る
の
か
、
比
較
的
記
述
の
明
快
な
文
章
か
ら
な
る
伝
記
と
い
え
ど
も
、
読
み
手

の
解
釈
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
箇
所
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
テ
ク
ス
ト
に
明
確
な

記
述
が
な
い
か
ぎ
り
、
文
脈
か
ら
明
ら
か
と
し
て
も
推
論
を
用
い
た
解
釈
は
し
な
い
と
い

う
厳
格
な
方
針
で
抽
出
し
た
。
他
の
文
献
か
ら
得
ら
れ
る
知
識
に
つ
い
て
も
、
一
切
解
釈

に
反
映
さ
せ
な
い
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
抽
出
の
実
例
を
示
し
て
い
く
。『
瞳
孔
』
の
最
初
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
学
者
は
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
（A

ḥm
ad Shinnāw

ī, 1567–1619

）
で
あ

り
、
そ
の
伝
記
の
冒
頭
は
【
引
用
１
】
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
引
用
１
】

シ
ャ
イ
フ
・
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
―
ア
ッ
ラ
ー
の
慈
悲
が
彼
に
あ
ら
ん
こ
と

を
―
の
話

彼
は
ア
リ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ク
ッ
ド
ゥ
ー
ス
・
ブ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ッ
バ
ー

ス
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
（ʻA

lī b. ‘A
bd al-Q

uddūs b. M
uḥam

m
ad ‘A

bbās Shinnāw
ī

）

の
息
子
で
あ
る
。
彼
の
尊
敬
す
べ
き
祖
先
た
ち
は
、
偉
大
な
る
聖
者
た
ち
（kibār-i 

aw
liyā’

）
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
・
シ
ャ
ア
ラ
ー
ウ
ィ
ー

（Shaykh ‘A
bd al-W

ahhāb al-Shaʻrāw
ī

）（
24
）
は
、
彼
ら
に
つ
い
て
記
し
た
。︹
シ
ン
ナ
ー

ウ
ィ
ー
は
︺
イ
ス
ラ
ー
ム
法
（sharīʻat

）
と
神
秘
主
義
（ḥaqīqat

）
の
学
問
に
通
じ
て
い

た
。
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ム
ス
・
ラ
ム
リ
ー
（Sham

s R
am

lī

）、
自
分
の

父
親
、
サ
イ
イ
ド
・
ガ
ザ
ン
フ
ァ
ル
（Sayyid G

haz̤anfar

）、
シ
ャ
イ
フ
・
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ブ
ン
・
ア
ブ
ル
ハ
サ
ン
・
バ
ク
リ
ー
（Shaykh M

uḥam
m

ad b. A
bū al-Ḥ

asan 

B
akrī

）
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。
自
分
の
父
親
か
ら
︹
授
け
ら
れ
た
︺
ヒ
ル
カ
（khirqa

）
を

着
た
。
そ
の
後
、
サ
イ
イ
ド
・
ス
ィ
ブ
ガ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
（Sayyid Ṣibgha A

llāh

）
の
講

話
（ṣuḥbat

）
が
必
要
と
な
り
、
彼
の
手
ず
か
ら
ヒ
ル
カ
を
着
た
（A

M
: 181

）。

【
引
用
１
】
の
記
述
か
ら
、
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
父
親
の
名
前
が
ア
リ
ー

で
あ
り
、
父
ア
リ
ー
は
息
子
ア
フ
マ
ド
に
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
と
神
秘
主
義
を
教
え
た
こ
と（
25
）

が
分
か
る
。
ま
た
、
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
は
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
を
シ
ャ
ム
ス
・

ラ
ム
リ
ー
、
サ
イ
イ
ド
・
ガ
ザ
ン
フ
ァ
ル
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ク
リ
ー
か
ら
も
学
び
、
神

秘
主
義
を
ス
ィ
ブ
ガ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
か
ら
も
学
ん
で
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ア
フ
マ
ド
・
ス
ィ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
に
つ
い
て
得
ら
れ
た
情
報
は
、

以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
１
）
父
：
ア
リ
ー
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー

（
２
） 

ハ
デ
ィ
ー
ス
学
の
師
：
ア
リ
ー
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
、
シ
ャ
ム
ス
・
ラ
ム
リ
ー
、

サ
イ
イ
ド
・
ガ
ザ
ン
フ
ァ
ル
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ク
リ
ー

（
３
）
神
秘
主
義
の
師
：
ア
リ
ー
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
、
ス
ィ
ブ
ガ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー

次
項
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
情
報
を
蓄
積
し
て
い
く
方
法
に
つ
い
て
述 

べ
る
。

四
．
二　

蓄
積

G
ephi

を
用
い
た
分
析
を
行
な
う
た
め
に
は
、
C
S
V
フ
ァ
イ
ル
で
﹁
ノ
ー
ド

（node
）﹂
と
﹁
エ
ッ
ジ
（edge

）﹂
の
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
点
と
な
る
の
が
ノ
ー
ド
で
あ
り
、
点
と
点
を
つ
な
ぐ
線
が
エ
ッ
ジ
で
あ
る
。
今
回

は
、『
瞳
孔
』
の
各
登
場
人
物
に
ひ
と
つ
ず
つ
ノ
ー
ド
を
割
り
当
て
、
人
物
同
士
の
関
係

を
エ
ッ
ジ
で
つ
な
ぐ
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、G

ephi

に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
視
覚

化
し
た
場
合
に
は
、
エ
ッ
ジ
に
多
層
の
関
係
性
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
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え
ば
、
ア
リ
ー
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
と
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
よ
う
に
、（
１
）

父
親
と
息
子
と
い
う
親
子
関
係
、（
２
）
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
に
お
け
る
師
弟
関
係
、（
３
）
神

秘
主
義
に
お
け
る
師
弟
関
係
と
い
う
三
つ
の
関
係
が
重
な
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、

目
に
見
え
る
エ
ッ
ジ
の
数
は
一
本
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ノ
ー
ド
と
エ
ッ
ジ
の
デ
ー
タ
の
作
成
方
法
を
以
下
に
述
べ
て
い
く
。
ま

ず
、
ノ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
登
場
人
物
一
人
ひ
と
り
に“ID

”

を
与
え
て
整
理
す
る
。
人

物
名
が
長
く
な
る
場
合
が
多
い
の
で
、“Label”

と
し
て
略
称
を
付
け
、 “N

am
e”

で
『
瞳

孔
』
に
記
さ
れ
た
正
式
名
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
、
Ｉ
Ｄ
と
対
応
さ
せ
た
一
覧
表
を
作

成
す
る
（【
図
表
１
】
参
照
）

以
上
が
ノ
ー
ド
の
基
本
で
あ
る
が
、
人
物
に
よ
っ
て
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
で
の
﹁
没
年
﹂、

﹁
出
生
地
﹂、﹁
居
住
地
﹂、
所
属
し
て
い
た
﹁
法
学
派
（m

adhhab

）﹂
や
﹁
教
団
（ṭarīqa

）﹂

な
ど
の
情
報
も
、『
瞳
孔
』
の
記
述
か
ら
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
人
物
の
属
性

デ
ー
タ
と
し
、
項
目
を
設
け
蓄
積
し
て
お
く
こ
と
も
で
き
る
。
ノ
ー
ド
の
属
性
に
つ
い
て

の
デ
ー
タ
作
成
例
を
示
す
た
め
に
、
イ
ー

サ
ー
・
マ
グ
リ
ビ
ー
（ʻĪsā al-M

aghribī, 1611–
1669/70

）
に
つ
い
て
の
『
瞳
孔
』
の
記
述
の
抜

粋
（【
引
用
２
】）
を
み
て
み
よ
う
。

【
引
用
２
】

シ
ャ
イ
フ
・
イ
ー
サ
ー
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
・

マ
グ
リ
ビ
ー
の
話

彼
の
生
ま
れ
と
出
身
は
マ
グ
リ
ブ
で
あ
る
。

伝
承
的
諸
学
の
う
ち
、
ク
ル
ア
ー
ン
と
い

く
つ
か
の
マ
ト
ン
（m
atn

）
は
、
ま
さ
に

こ
の
地
に
お
い
て
学
ん
だ
。
…
…
︹
イ
ー

サ
ー
・
マ
グ
リ
ビ
ー
は
︺
シ
ャ
イ
フ
た
ち

の
多
く
を
嫌
悪
し
て
い
た
。
し
か
し
、
生

涯
の
終
り
ま
で
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
教
団
諸

派
を
信
奉
し
、
こ
の
教
団
は
彼
に
力
を

も
っ
て
い
た
。
イ
マ
ー
ム
・
ア
ブ
ー
・
ハ

ニ
ー
フ
ァ
（Im

ām
 A

bū Ḥ
anīfa

）
に
捧
げ

る
た
め
、
あ
る
ム
ス
ナ
ド
を
編
集
し
て
い

た
。
…
…
一
〇
八
〇
年
に
こ
の
世
を
去
っ

た
（A

M
: 186

）。

【
引
用
２
】
の
記
述
よ
り
、
イ
ー
サ
ー
・
マ
グ
リ
ビ
ー
が
シ
ャ
ー

ズ
ィ
リ
ー
教
団
に
属
し
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
法
学
派
で
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
没
年
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
八
〇
年
（
西

暦
一
六
六
九
／
七
〇
年
）
で
あ
る
。
以
上
を
ノ
ー
ド
の
デ
ー
タ
に

反
映
さ
せ
た
も
の
が
【
図
表
２
】
で
あ
る
。【
図
表
１
】
に
、
ヒ

ジ
ュ
ラ
暦
に
よ
る
﹁
没
年
（D

eath Year

）﹂
の
項
目
を
加
え
て
あ
る
。

ま
た
、
ス
ン
ナ
派
の
法
学
派
は
、﹁
マ
ー
リ
ク
法
学
派
（M

ālikī

）﹂、

﹁
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
法
学
派
（Shāfiʻī

）﹂、﹁
ハ
ナ
フ
ィ
ー
法
学
派

（Ḥ
anafī

）﹂、﹁
ハ
ン
バ
ル
法
学
派
（Ḥ

anbalī

）﹂
で
あ
る
の
で
、
予
め

こ
れ
ら
四
つ
を
属
性
の
項
目
に
設
け
て
お
く
。
教
団
に
つ
い
て
は
、

言
及
さ
れ
た
も
の
を
順
に
加
え
て
い
け
ば
よ
い
。『
瞳
孔
』
で
は

﹁
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
教
団
（Shādhilīya

）﹂の
ほ
か
、﹁
マ
ダ
ニ
ー
教
団

（M
adanīya

）﹂、﹁
ハ
ル
ワ
テ
ィ
ー
教
団
（K

halw
atīya

）﹂、﹁
ナ
ク

シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
（N

aqshbandīya

）﹂、﹁
カ
ー
デ
ィ
リ
ー
教
団

（Q
ādirīya

）﹂
の
名
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
教
団
で
は
な
い
が
、

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
（Ibn ʻA

rabī, 1165–1240

）
に
代
表
さ
れ
る

﹁
存
在
一
性
論
（W

ujūdīya

）﹂
へ
の
傾
倒
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
も
項
目
に
加
え
、
計
一
一
項
目
の
属
性
デ
ー
タ
を
収
集

し
た
。

な
お
、
属
性
の
各
項
目
に
は
、
そ
の
記
述
内
容
に
よ
っ
て
区
分

し
た
﹁
空
欄
（
０
）﹂
か
ら
﹁
２
﹂
ま
で
の
値
を
入
れ
る
こ
と
と
し

た
。
た
と
え
ば
、
イ
ー
サ
ー
・
マ
グ
リ
ビ
ー
の
属
性
と
し
て
、
ハ

ナ
フ
ィ
ー
法
学
派
と
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
教
団
の
項
目
を
﹁
２
﹂
と

し
た
が
、
こ
れ
は
『
瞳
孔
』
に
各
法
学
派
や
各
教
団
へ
の
帰
属
を

示
す
明
白
な
記
述
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
項
目
の
値
が
﹁
１
﹂

で
あ
る
場
合
は
、
帰
属
は
不
明
で
あ
る
が
、
接
触
が
あ
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
帰
属
し
て
い
る
法
学
派
以
外
の
法
学
派
に
つ
い
て

学
ん
だ
場
合
な
ど
に
用
い
る
。
各
属
性
の
項
目
の
空
欄
は
、
値

﹁
０
﹂
を
意
味
し
、『
瞳
孔
』
に
言
及
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

次
に
、
エ
ッ
ジ
の
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
。G

ephi

を
使
用
す
る
場

合
、
エ
ッ
ジ
に
は
向
き
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ノ
ー
ド
ａ
と
ノ
ー
ド

【図表1】ノード一覧表の作成例
ID Label Name

0001 Aḥmad Shinnāwī Shaykh Aḥmad Shinnāwī

0002 ʻAlī Shinnāwī ʻAlī b. ‘Abd al-Quddūs b. Muḥammad ‘Abbās Shinnāwī

0003 al-Shaʻrānī Shaykh ‘Abd al-Wahhāb al-Shaʻrāwī

0004 Shams Ramlī Shams Ramlī

0005 Sayyid Ghaz̤anfar Sayyid Ghaz̤anfar

0006 Muḥammad Bakrī Shaykh Muḥammad b. Abū al-Ḥasan Bakrī

0007 Ṣibgha Allāh Sayyid Ṣibgha Allāh

 （筆者作成）

【図表2】属性の項目を増やしたノード一覧表の作成例

ID Label Name Death Year
Madhhab Ṭarīqa

Mālikī Shāfiʻī Ḥanafī Ḥanbalī Shādhilīya …

0008 ʻĪsā al-Maghribī Shaykh ʻĪsā al-Maghribī 1080 2 2

 （筆者作成）
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ｂ
を
結
ぶ
エ
ッ
ジ
ｘ
に
つ
い
て
、
ノ
ー
ド
ａ
か
ら
ノ
ー
ド
ｂ
の
向
き
な
の
か
（
ａ
↓
ｂ
）、

ノ
ー
ド
ｂ
か
ら
ノ
ー
ド
ａ
の
向
き
な
の
か
（
ａ
↑
ｂ
）
を
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
ノ
ー

ド
ａ
と
ノ
ー
ド
ｂ
の
双
方
向
の
エ
ッ
ジ
を
描
く
こ
と
（
ａ

⇅

ｂ
）
は
で
き
な
い
。
前
述
の

と
お
り
、
二
つ
の
ノ
ー
ド
を
結
ぶ
エ
ッ
ジ
を
複
数
描
く
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
デ
ー
タ
と

し
て
は
入
力
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

ノ
ー
ド
ａ
か
ら
ノ
ー
ド
ｂ
に
向
け
て
エ
ッ
ジ
ｘ
を
引
く
場
合
、
エ
ッ
ジ
の
起
点
と
な
る

ノ
ー
ド
ａ
を“Source”

、
エ
ッ
ジ
の
終
点
と
な
る
ノ
ー
ド
ｂ
を“Target”

と
す
る
。
ノ
ー

ド
ａ
と
ノ
ー
ド
ｂ
が
直
接
結
ば
れ
る
場
合
、
エ
ッ
ジ
の“Type”

を“D
irected”

、
二
つ
の

ノ
ー
ド
が
師
弟
関
係
で
結
ば
れ
る
場
合
、
エ
ッ
ジ
の“Interaction”

を“Teaching”

と
し

て
、
エ
ッ
ジ
の
一
覧
表
に
記
入
し
て
い
く
。
学
問
的
な
師
弟
関
係
に
着
目
す
る
本
稿
で

は
、
よ
り
詳
し
い
関
係
を
示
す
属
性
と
し
て
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
や
法
学
な
ど
の“Traditions

（
伝
承
的
諸
学
）”

と“Sufism

（
神
秘
主
義
）”

の
項
目
を
設
け
た
。
ま
た
、
父
親
が
息
子
を

教
え
る
例
が
『
瞳
孔
』
に
は
多
数
み
ら
れ
る
た
め
、
家
族
関
係
を
示
す“Fam

ily”

の
項
目

も
設
け
た
。

【
引
用
１
】
の
記
述
を
例
に
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
も
の
が
、【
図
表
３
】
で
あ
る
。

ID
0001

の
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
は
、ID

0002

の
ア
リ
ー
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー

よ
り
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
学
と
神
秘
主
義
を
学
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
た
。
ア
リ
ー
・
シ
ン
ナ
ー

ウ
ィ
ー
か
ら
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
へ
と
師
弟
関
係
が
結
ば
れ
る
の
で
、Source

は
ア
リ
ー
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
の
Ｉ
Ｄ
で
あ
る0002

、Target

は
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー

ウ
ィ
ー
の
Ｉ
Ｄ
で
あ
る0001

と
す
る
。
ま
た
、
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
が
、
ア

リ
ー
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
よ
り
直
接
教
え
を
受
け
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、Type

はD
irected

、Interaction

はTeaching

に
な
る
。
ま
た
、
何
が
教
授
さ
れ
た
か
に
つ
い
て

も
、
属
性
の
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
し
て
い
く
。
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
は
、
ア

リ
ー
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
よ
り
、
伝
承
的
諸
学
の
う
ち
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
学
び
、
神
秘
主
義

の
伝
授
の
証
で
あ
る
ヒ
ル
カ
を
得
た
と
あ
る
の
で
、Traditions

はḤ
adith

、Sufism

は

K
hirqa

と
す
る
。
最
後
に
、
ア
リ
ー
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
が
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー

ウ
ィ
ー
の
父
親
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、Fam

ily

に
はFather

と
記
入
し
て
お
く
。

同
様
に
、
ア
フ
マ
ド
・
シ
ン
ナ
ー
ウ
ィ
ー
に
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
教
え
た
シ
ャ
ム
ス
・
ラ
ム

リ
ー
（ID

0004

）、
サ
イ
イ
ド
・
ガ
ザ
ン
フ
ァ
ル
（ID

0005

）、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
ク

リ
ー
（ID

0006

）、
ヒ
ル
カ
を
授
け
た
ス
ィ
ブ
ガ
ト
ゥ
ッ
ラ
ー
（ID

0007

）
に
つ
い
て
も

一
覧
表
に
加
え
て
い
く
。

四
．
三　

分
析

『
瞳
孔
』
の
原
典
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
築
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を
抽
出
し
、

ノ
ー
ド
と
エ
ッ
ジ
の
一
覧
表
と
し
て
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
た
後
、
い
よ
い
よG

ephi

を
用

い
た
分
析
が
可
能
と
な
る
。
紙
幅
の
限
ら
れ
る
本
稿
で
は
一
覧
表
の
掲
載
を
省
略
す
る

が
、
ノ
ー
ド
の
数
は
七
一
、
エ
ッ
ジ
の
数
は
一
三
〇
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、G

ephi

の
ソ
フ
ト
に
備
わ
っ
て
い
る
機
能
に
よ
っ
て
、
半
自
動
的
に
描
い
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
、【
図
表
４
】
で
あ
る
。
エ
ッ
ジ
の
数
と
、
ノ
ー
ド
の
大
き
さ
や
色
を
比
例

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
（
ハ
ブ
）
と
な
る
人
物
を
直
観
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
瞳
孔
』
の
著
者
で
あ
る
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
の
エ
ッ
ジ
数
が
最
も

多
く
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
に
続
く
の
が
ア
フ
マ
ド
・
ナ
フ
リ
ー

【図表3】エッジ一覧表の作成例
Source Target Type Interaction Traditions Sufism Family

0002 0001 Directed Teaching Ḥadīth Khirqa Father

0004 0001 Directed Teaching Ḥadīth

0005 0001 Directed Teaching Ḥadīth

0006 0001 Directed Teaching Ḥadīth

0007 0001 Directed Teaching Khirqa

 （筆者作成）

【図表4】Gephiによる『瞳孔』のネットワークの視覚化例

（筆者作成）
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（A
ḥm

ad N
akhlī, 1639–1701

）
で
あ
り
、
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
が
直
接
教
え
を
受
け
た
ア

ブ
ー
・
タ
ー
ヒ
ル
と
タ
ー
ジ
ュ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
カ
ル
イ
ー
（Tāj al-D

īn Q
alʻī, d. 1731/2

）、

そ
し
て
ク
ー
ラ
ー
ニ
ー
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ハ
ラ
マ
イ
ン
に
お
け
る

ア
フ
マ
ド
・
ナ
フ
リ
ー
の
重
要
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

よ
り
詳
し
い
分
析
を
行
な
う
た
め
に
、『
瞳
孔
』
の
各
章
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る

一
二
人
と
、
著
者
で
あ
る
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
の
師
弟
関
係
に
、
ノ
ー
ド
と
エ
ッ
ジ
の
デ
ー

タ
を
絞
る
（【
図
表
５
】、【
図
表
６
】）。
こ
の
一
三
人
の
師
弟
関
係
に
限
定
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
描
く
と
、【
図
表
７
】
の
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
伝
承
的
諸
学
の
継
承
に
着
目

し
た
も
の
が
、【
図
表
８
】
で
あ
り
、
神
秘
主
義
の
継
承
に
着
目
し
た
も
の
が
、【
図
表

９
】
で
あ
る
。

【
図
表
５
】
は
、
主
要
な
一
三
人
の
学
者
た
ち
の
ノ
ー
ド
に
属
性
の
値
を
入
れ
、
一
覧

表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。【
図
表
６
】
は
、
こ
れ
ら
一
三
人
の
学
者
た
ち
の
間
の
師
弟
関

係
の
み
を
エ
ッ
ジ
と
し
た
一
覧
表
で
あ
る
。Tradition

の
項
目
に
は
、
前
項
で
述
べ
た

Ḥ
adīth

の
ほ
か
、“B

ukhārī”

、 “M
ālik”

、“M
uslim

”

、“Ibn Ḥ
anbal”

が
加
え
ら
れ
て
い

【図表5】主要13人のノード一覧表

ID Label Name Death 
Year

Madhhab Ṭarīqa

Mālikī Shāfiʻī Ḥanafī Ḥanbalī Shādhilīya Madanīya Khalwatīya Naqshbandīya Qādirīya Wujūdīya

0001 Aḥmad Shinnāwī Shaykh Aḥmad Shinnāwī 1028

0002 Aḥmad Qushāshī Shaykh Aḥmad Qushāshī 1071 2 2

0003 al-Maḥjūb Sayyid ʻAbd al-Raḥmān 
al-Idrīsī, al-Maḥjūb 2

0004 al-Bābilī Shams al-Dīn Muḥammad b. 
al-ʻAlā’ al-Bābilī 1077 1

0005 ʻĪsā al-Maghribī Shaykh ʻĪsā al-Jaʻfar  
al-Maghribī 1080 1 1 2

0006 Sulaymān 
al-Maghribī

Muḥammad b. Muḥammad b. 
Sulaymān al-Maghribī 2

0007 al-Kūrānī Shaykh Ibrāhīm Kurdī 2 1 1

0008 Ḥasan ʻAjamī Shaykh Ḥasan ʻAjamī,  
Shaykh Ḥasan Ḥanafī 1133 1 2

0009 Aḥmad Nakhlī Shaykh Aḥmad Nakhlī 1 2 2

0010 al-Basrī Shaykh ʻAbd Allāh b.  
Sālim al-Basrī 1134 1

0011 Abū Ṭāhir Shaykh Abū Ṭāhir Muḥammad 
b. Ibrāhīm al-Kurdī al-Madanī 1145 1 1 1 1

0012 Tāj al-Dīn Qalʻī Shaykh Tāj al-Dīn Qalʻī Ḥanafī 1 2

0013 Shāh Walī Allāh Shāh Walī Allāh 1 1

 （筆者作成）

【図表6】主要13人のエッジ一覧表
Source Target Type Interaction Traditions Sufism Family

0001 0002 Directed Teaching 　

0002 0007 Directed Teaching Ḥadīth Khirqa

0002 0008 Directed Teaching 　

0003 0009 Directed Teaching 　 Khirqa

0004 0008 Directed Teaching 　

0004 0005 Directed Teaching Bukhārī, Mālik

0004 0009 Directed Teaching Ḥadīth, Bukhārī, Mālik

0005 0009 Directed Teaching Ḥadīth, Bukhārī, Mālik

0005 0008 Directed Teaching 　

0006 0007 Directed Teaching 　 Khirqa

0006 0012 Directed Teaching 　

0006 0011 Directed Teaching 　

0007 0011 Directed Teaching Ḥadīth Khirqa Father

0007 0012 Directed Teaching Ḥadīth

0008 0011 Directed Teaching 　

0008 0006 Directed Teaching 　 Samāʻ

0008 0012 Directed Teaching Bukhārī, Muslim

0009 0012 Directed Teaching Ḥadīth

0009 0011 Directed Teaching 　

0010 0011 Directed Teaching Ibn Ḥanbal

0010 0012 Directed Teaching Ḥadīth

0011 0013 Directed Teaching Bukhārī Ibn ʻArabī

0012 0013 Directed Teaching Mālik, Ḥadīth

 （筆者作成）
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る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ブ
ハ
ー
リ
ー
（al-B

ukhārī, 810–870

）、
マ
ー
リ
ク
・
イ
ブ

ン
・
ア
ナ
ス
（M

ālik ibn A
nas, 780 or 716–796

）、
ム
ス
リ
ム
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ッ
ジ
ャ
ー

ジ
ュ
（M

uslim
 ibn al-Ḥ

ajjāj, 817 or 821–875

）、
イ
ブ
ン
・
ハ
ン
バ
ル
（Ibn Ḥ

anbal, 
780–855

）
の
著
作
を
教
授
し
た
と
の
明
記
が
あ
る
場
合
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

Sufism

に
は
、K

hirqa

の
ほ
か
に“Sam

āʻ ”

と“Ibn ʻ A
rabī”

の
項
目
が
付
加
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
﹁
サ
マ
ー
ウ
と
呼
ば
れ
る
修
行
法
﹂
あ
る
い
は
﹁
イ
ブ
ン
・
ア
ラ

ビ
ー
の
著
作
﹂
を
教
授
し
た
と
の
明
記
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
図
表
５
】
と
【
図
表
６
】
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、G

ephi

で
描
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
【
図
表
７
】
で
あ
る
。【
図
表
４
】
と
同
様
に
、
エ
ッ
ジ
の
数
に
比
例
し
て
ノ
ー
ド
が

大
き
く
な
り
、
緑
色
が
濃
く
な
っ
て
い
る
。
ノ
ー
ド
の
配
列
は
、
エ
ッ
ジ
が
重
な
ら
な
い

よ
う
調
整
し
つ
つ
、
左
上
か
ら
右
下
の
順
で
、
ほ
ぼ
『
瞳
孔
』
の
掲
載
順
、
つ
ま
り
没
年

順
に
並
べ
た
。
主
要
一
三
人
の
師
弟
関
係
に
限
定
す
れ
ば
、
最
も
エ
ッ
ジ
の
数
が
多
い
の

は
、
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
の
直
接
の
師
匠
で
あ
る
ア
ブ
ー
・
タ
ー
ヒ
ル
と
タ
ー
ジ
ュ
ッ

デ
ィ
ー
ン
・
カ
ル
イ
ー
、
そ
れ
に
ハ
サ
ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
（Ḥ

asan ʻA
jam

ī, 1639–1701

）

の
三
人
で
あ
る
。

【
図
表
７
】
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
本
と
し
、
伝
承
的
諸
学
の
継
承
に
焦
点
を
当
て
た

も
の
が
、【
図
表
８
】
で
あ
る
。
伝
承
的
諸
学
に
関
係
す
る
師
弟
関
係
に
つ
い
て
の
記
述

が
な
か
っ
た
人
物
の
エ
ッ
ジ
が
削
除
さ
れ
て
お
り
、
継
承
の
系
統
が
視
覚
的
に
鮮
明
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、【
図
表
８
】
の
ノ
ー
ド
は
、
灰
色
、
赤
色
、
水
色
、
黄
色
、
桃
色

の
五
色
の
い
ず
れ
か
に
着
色
し
て
あ
り
、
各
人
の
所
属
す
る
法
学
派
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
灰
色
の
ノ
ー
ド
は
、
伝
承
的
諸
学
に
関
係
す
る
記
述
が
な
か
っ
た
人
物
を
表
わ

し
、
赤
色
は
伝
承
的
諸
学
の
継
承
に
関
係
す
る
記
述
が
あ
っ
た
も
の
の
、
詳
細
が
分
か
ら

【図表7】主要13人のネットワーク

（筆者作成）

【図表8】伝承的諸学の継承に着目した主要13人のネットワーク

（筆者作成）
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な
か
っ
た
人
物
を
表
わ
す
。
水
色
は
、
マ
ー
リ
ク
法
学
派
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

る
人
物
、
つ
ま
り
マ
ー
リ
ク
法
学
派
の
属
性
が
﹁
２
﹂
で
あ
る
人
物
を
表
わ
す
。
黄
色
は

シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
法
学
派
、
桃
色
は
ハ
ン
バ
ル
法
学
派
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
人
物

を
表
わ
す
。

同
様
に
、【
図
表
９
】
は
、
神
秘
主
義
の
継
承
に
焦
点
を
当
て
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

る
。
神
秘
主
義
に
関
係
す
る
師
弟
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
か
っ
た
人
物
の
エ
ッ
ジ
は

削
除
さ
れ
て
い
る
。【
図
表
９
】
の
ノ
ー
ド
の
色
は
、
灰
色
、
赤
色
、
青
色
、
紫
色
、
緑

色
、
橙
色
の
六
色
い
ず
れ
か
に
着
色
し
て
あ
る
。
灰
色
の
ノ
ー
ド
は
、
神
秘
主
義
に
関
係

す
る
記
述
が
な
か
っ
た
人
物
を
表
わ
し
、
赤
色
の
ノ
ー
ド
は
、
神
秘
主
義
の
継
承
に
つ
い

て
の
記
述
が
あ
っ
た
も
の
の
、
詳
細
が
分
か
ら
な
か
っ
た
人
物
を
表
わ
す
。
青
色
は
、
存

在
一
性
論
を
信
奉
し
て
い
た
と
の
明
記
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
紫
色
は
マ
ダ
ニ
ー
教

団
、
緑
色
は
シ
ャ
ー
ズ
ィ
リ
ー
教
団
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
人
物
で
あ

る
。
橙
色
は
ア
フ
マ
ド
・
ナ
フ
リ
ー
ひ
と
り
だ
け
で
あ
る
が
、
彼
の
場
合
は
や
や
特
殊
で

あ
り
、
ハ
ル
ワ
テ
ィ
ー
教
団
か
ら
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
へ
と
所
属
を
変
え
て
い

る
。
主
要
一
三
人
に
デ
ー
タ
を
絞
っ
た
場
合
、
ほ
か
に
ハ
ル
ワ
テ
ィ
ー
教
団
や
ナ
ク
シ
ュ

バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
な
人
物
は
い
な
い
た
め
、
区
別
す
る

必
要
は
な
い
。

た
だ
し
、
分
析
範
囲
を
広
げ
て
い
く
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
所
属
の
変
更
を
ど
の
よ
う

に
表
現
す
る
か
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ク
ー
ラ
ー
ニ
ー
は
ア
フ
マ

ド
・
ク
シ
ャ
ー
シ
ー
に
教
え
を
受
け
て
い
た
が
、
後
に
第
三
者
の
和
解
が
必
要
な
ほ
ど
の

不
和
に
陥
っ
て
い
る
（A

M
: 184–185

）。
師
弟
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
、
必
ず
し
も
教
え

の
内
容
そ
の
ま
ま
の
受
容
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
、
現
実
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
想
定

し
て
お
く
べ
き
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
段
階
で
は
、
師
弟
関
係
が
結
ば
れ
た
場

合
、
師
匠
か
ら
弟
子
へ
と
教
授
内
容
が
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
想
定
の
下
、
分

析
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
以
下
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
視
覚
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
発
見
を
い
く
つ
か
述
べ
て
い
き
た
い
。

第
一
に
、【
図
表
８
】
か
ら
は
、
法
学
派
を
越
え
た
師
弟
関
係
の
成
立
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
特
に
マ
ー
リ
ク
法
学
派
の
名
祖
マ
ー
リ
ク
・
イ
ブ
ン
・
ア
ナ
ス
の
著
作

『
踏
み
な
ら
さ
れ
た
道
（al-M

uw
aṭṭa’

）』
は
、
マ
ー
リ
ク
法
学
派
に
所
属
し
て
い
な
い
人

物
も
教
授
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。『
瞳
孔
』
以
外
の
文
献
も
参
照
し
、
各
人
の

法
学
派
を
確
認
し
て
い
け
ば
、
こ
の
点
は
よ
り
明
確
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ヴ
ォ
ル
は
、
北
ア
フ
リ
カ
出
身
者
た
ち
の
マ
ー
リ
ク
法
学
が
ハ
ラ
マ
イ
ン
に
持
ち
込
ま

れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
思
想
形
成
の
ひ
と
つ
の
要
因
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
た
（Voll, 

1980

）。【
図
表
６
】
お
よ
び
【
図
表
８
】
よ
り
、
マ
ー
リ
ク
・
イ
ブ
ン
・
ア
ナ
ス
の
『
踏

み
な
ら
さ
れ
た
道
』
が
こ
の
時
代
、
必
須
の
教
養
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
裏
付

け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
北
ア
フ
リ
カ
出
身
者
た
ち
に
よ
っ
て
マ
ー
リ
ク
法
学
派
が
広
め
ら

れ
て
い
っ
た
と
す
る
説
を
裏
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
と
え
ば
、
ア
フ
マ
ド
・
ク

シ
ャ
ー
シ
ー
は
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
マ
ー
リ
ク
法
学
派
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
お
り
（A

M
: 182–183

）、
マ
ー
リ
ク
法
学
派
の
影
響
を
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
も
の

と
限
定
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
さ
ら
な
る
検
証
が
必

要
で
あ
る
。

次
に
、【
図
表
９
】
か
ら
は
、
ク
ー
ラ
ー
ニ
ー
、
ア
ブ
ー
・
タ
ー
ヒ
ル
、
ワ
リ
ー
ウ
ッ

ラ
ー
と
つ
な
が
る
神
秘
主
義
の
系
統
と
は
別
に
、
マ
フ
ジ
ュ
ー
ブ
（al-M

aḥjūb, d. 
unknow

n

）（
26
）
と
ア
フ
マ
ド
・
ナ
フ
リ
ー
の
み
の
独
立
し
た
系
統
が
確
認
で
き
る
。
神
秘

主
義
の
継
承
に
つ
い
て
は
、﹁
ヒ
ル
カ
を
授
け
た
﹂
と
い
っ
た
簡
潔
な
表
現
の
み
で
、
そ

【図表9】神秘主義の継承に着目した主要13人のネットワーク

（筆者作成）
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の
教
え
の
詳
細
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
神
秘
主
義
の
継
承

に
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
に
は
、
師
弟
の
神
秘
主
義
に
関
連
す
る
著
作
の

検
証
が
不
可
欠
と
な
る
。

し
か
し
、【
図
表
８
】
と
【
図
表
９
】
を
比
較
し
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
ノ
ー
ド
の

大
き
さ
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
伝
承
的
諸
学
の
継
承
と

神
秘
主
義
の
継
承
に
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
タ
ー
ジ
ュ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
カ
ル
イ
ー
は
、
伝
承
的
諸
学
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
ハ
ブ
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
神
秘
主
義
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は

ま
っ
た
く
関
わ
っ
て
い
な
い
。
一
方
、
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
マ
グ
リ
ビ
ー
は
、
伝
承
的
諸
学

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
関
与
し
て
い
な
い
も
の
の
、
神
秘
主
義
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い

て
は
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。
ア
フ
マ
ド
・
ク
シ
ャ
ー
シ
ー
、
ク
ー
ラ
ー
ニ
ー
、
ハ
サ

ン
・
ア
ジ
ャ
ミ
ー
、
ア
フ
マ
ド
・
ナ
フ
リ
ー
、
ア
ブ
ー
・
タ
ー
ヒ
ル
な
ど
は
、
ど
ち
ら
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
も
要
所
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
役
割
の
違
い
を
認
識
す

る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
伝
承
的
諸
学
の
分
析
を
さ
ら
に
進
め
る
場
合
に
、
対
象
と
す
べ
き

人
物
や
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
数
量
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。

ま
た
、
各
教
団
の
勢
力
を
比
較
す
る
に
は
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
乏
し
す
ぎ
る
。
ア
フ

マ
ド
・
ナ
フ
リ
ー
が
ハ
ル
ワ
テ
ィ
ー
教
団
か
ら
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
に
所
属
を
変

え
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。『
瞳
孔
』
の
記
述
範
囲
を
超
え
る
が
、
ワ
リ
ー

ウ
ッ
ラ
ー
が
ア
ブ
ー
・
タ
ー
ヒ
ル
よ
り
授
か
っ
た
の
は
、﹁
ス
ー
フ
ィ
ー
の
ヒ
ル
カ
す
べ

て
を
含
む
も
の
﹂（JL: 173

）
で
あ
っ
た
し
、
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
自
身
も
い
く
つ
か
の
教

団
の
修
行
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
う
え
で
、
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
の
修
行
法
を
選
ん

で
い
る
（JL: 171

）。
こ
れ
ら
の
記
述
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
ひ
と
つ
の
教
団
に
所

属
す
る
と
い
う
概
念
が
当
時
希
薄
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
む
し

ろ
、
数
多
く
の
教
団
を
遍
歴
す
る
こ
と
に
価
値
を
見
出
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
世
紀
以
降
に
顕
著
と
な
る
特
定
の
教
団

へ
の
帰
属
意
識
や
教
団
の
結
束
力
が
い
か
に
育
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
変
化
に
は
大

い
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
．
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
に
お
け
る
Ｄ
Ｈ
の
活
用
方
法
を
模
索
す
べ
く
、
ワ
リ
ー

ウ
ッ
ラ
ー
の
伝
記
作
品
『
瞳
孔
』
の
記
述
を
デ
ー
タ
化
し
、G

ephi

に
よ
っ
て
視
覚
化
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
析
を
行
っ
た
。『
瞳
孔
』
の
各
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
主
要

な
学
者
一
二
名
と
、
著
者
で
あ
る
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
の
全
一
三
名
の
師
弟
関
係
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
分
析
を
中
心
に
行
な
う
だ
け
で
も
、
先
行
研
究
の
再
考
に
つ
な
が
る
事
実
が
数
点

確
認
で
き
た
。
さ
ら
な
る
分
析
に
よ
り
、
新
た
な
発
見
が
な
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ

る
。次

の
段
階
と
し
て
、
分
析
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
ノ
ー
ド
が

増
え
て
い
っ
た
際
に
、
現
在
の
分
析
方
法
が
有
効
で
あ
る
か
は
未
知
数
で
あ
る
。
属
性
の

項
目
は
適
切
か
、
例
外
的
な
デ
ー
タ
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
他
の
文
献
か
ら

得
た
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
統
合
し
て
い
く
べ
き
か
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
分
析
の
目
的
と
手
法
が
確
立
さ
れ
、
汎
用
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ

れ
に
最
適
な
ソ
フ
ト
開
発
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ｄ
Ｈ
を
イ
ス
ラ
ー
ム

研
究
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
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と
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。
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。
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献
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Ｈ
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。
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Asiatic Society of Bengal. N
ew

 series 8, 170–175.
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Ｈ
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an et al. eds., 

2004

）
が
挙
げ
ら
れ
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Ｈ
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〇
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〇
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/

﹀(O
ctober 5, 2015).

（
15
）Gephi. ︿http://oss.infoscience.co.jp/gephi/gephi.org/

﹀(O
ctober 5, 2015).

（
16
）Infoscience C

ooperation. (M
arch 2, 2011).

﹁
メ
イ
ン
ペ
ー
ジ 

G
e
p
h
i
：
W
i
k
i
へ

よ
う
こ
そ
！
﹂︿http://oss.infoscience.co.jp/gephi/w

iki.gephi.org/index.htm
l

﹀（
二
〇
一
五

年
一
〇
月
六
日
閲
覧
）．

（
17
）Infoscience C

ooperation. (February 15, 2011).

﹁
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
﹂︿http://oss.infoscience.

co. jp/ gephi/ w
iki. gephi. org/ index. php/ D

atasets. htm
l

﹀（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
六
日
閲
覧
）．

（
18
）Center for H

istory and Econom
ics, H

arvard U
niverstiy. (2015). V

isualizing H
istorical 

N
etw

ork. 

︿http:// w
w

w
. fas. harvard. edu/~ histecon/ visualizing/ index. htm

l

﹀( N
ovem

ber 9, 

2015).

（
19
）
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
に
沿
っ
た
社
会
の
実
現
を
求
め
る
、
一
八
世
紀
前
後
の
ム
ス
リ
ム
の
思
想

傾
向
を
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
思
想
﹂
と
本
稿
で
は
呼
称
す
る
。
こ
の
思
想
に
基
づ
き
、
一
八
世

紀
に
各
地
で
興
っ
た
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
運
動
﹂
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ォ
ル
（
二
〇
〇
五
）

を
見
よ
。

（
20
）
ア
ラ
ビ
ア
語
で
﹁
両
聖
都
﹂
を
意
味
し
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
二
つ
の
宗
教
都
市
で
あ
る
マ
ッ
カ

と
マ
デ
ィ
ー
ナ
の
こ
と
を
指
す
。

（
21
）Governm

ent O
riental M

anuscripts Library.
（
22
）Nadw

a al-ʻU
lam

ā’ Library.
（
23
）
ム
ル
タ
ー
ン
版
（A

M

）
を
底
本
と
し
、
デ
リ
ー
版
（A

D

）
も
適
宜
参
照
し
た
。

（
24
）『
大
列
伝
（al-Ṭabaqāt al-kubrā

）』
な
ど
の
伝
記
を
著
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
エ
ジ
プ
ト
の

学
者
シ
ャ
ア
ラ
ー
ニ
ー
（al-Shaʻrānī, 1492–1565

）
の
こ
と
。

（
25
）
ヒ
ル
カ
の
授
与
を
神
秘
主
義
の
伝
授
と
み
な
す
。

（
26
）【
図
表
５
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
マ
フ
ジ
ュ
ー
ブ
の
本
名
は
、
サ
イ
イ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ

マ
ー
ン
・
イ
ド
リ
ー
ス
ィ
ー
（Sayyid ʻA

bd al-R
aḥm

ān al-Idrīsī

）
で
あ
る
（A

M
: 184

）。


